
令和 7 年 10 月 1 日

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ほまれの家名古屋南店 事業所番号 2318101116

住　所 名古屋市南区内田橋1-7-20-1Ｂ 管理者名 及川由紀子

電話番号 052-887-4350 対象年度 令和7年度

地域連携活動の概要

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

◆ 活動場所 ： 自動車関連物流倉庫　豊明工場 ◆ 活動の様子の写真・成果物の写真

◆ 実施日程 ： 月～金　9：45～15：30

◆
実施した生産活動
施設外就労の概要 ：

地域企業の人材不足への対応として、自動車部品の検査・計
数・梱包等の業務を切り出し、施設外就労として実施することで
企業内での障害者の働く場づくりに取り組んでいる。

◆ 利用者数 ： 4～7名

＜目的＞

◆
地域連携活動の
ねらい ：

一般企業の業務に関わる機会を創出することで、障害者
の社会参加および一般就労を見据えた就労経験の機会
を提供することを目的としている

◆
地域にとっての
メリット ：

人材不足が課題となっている地域企業の業務の一部を
担うことで地域課題の解決に寄与するとともに、企業にお
ける障害理解の促進につながる。

◆
対象者にとっての
メリット ：

一般企業の業務を経験することで働くイメージ
を具体化し、一般就労に向けた意識の向上や
職業適性の確認につながる。

＜成果＞

◆ 実施した結果 ：
継続することで環境に慣れ、新たな経験も
増やせた ◆ 活動内容の追加コメント

◆ 得られた成果 ：
日々の成果の積み上げにより新しい作業も
任され、自信、達成感、責任感を経験できる

それぞれの特性を踏まえ、適材適所で行うことで作業効率
を上げている。写真男性、後方部が出荷場となっており、奥
から手前男性利用者まで作業を流している。

◆ 課題点 ： 過信しないよう注意する

連携先の企業等の意見または評価

◆ 連携した結果に対する意見または評価

障害者への不安はあったが実際、働いてみたら指導員さんの指示でしっかり作業出来ており今後も活躍の場
はあると確信した。今後も仕事を任せて行きたいとの感想を頂きました。

◆ 今後の連携強化に向けた課題

施設外での活躍の場を維持し広げるためには、職員の確保、指導員教育をしっかり行うことで連携を維持して
いかなければいけない。

連携先企業名 グリーンケミカル豊明工場 担当者名 工場長　綱本様


